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(57)【要約】
【課題】　持ち運び自在な携帯型に構成して設置工事が
不要な発汗量測定器を提供する。
【解決手段】　空洞にコントローラが内蔵された扁平な
球状の半割外装ケース２の上面に、表示部３、電源ＳＷ
４、設定ＳＷ５、測定ＳＷ６、選択ＳＷ７ａ，７ｂを配
設し、下面に浴槽水の電気伝導率を測定する一対の電極
、浴槽水の温度を測定する温度センサ、水深を測定する
水位センサを配設し、上面が浴槽水の水面上に浮くよう
にする。入浴者が入力設定した体重・身長から体脂肪率
を演算し、これを体比重に変換し、体比重と水深検出値
とから入浴者の水中体積を演算し、これと入浴前後の水
深とから浴槽内の水量を演算し、浴槽水の電気伝導率を
温度検出値で補正した上で塩分濃度を演算し、入浴前と
入浴中の塩分濃度の差に基づいて入浴に伴う発汗量を演
算して表示部に表示する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
入浴者の入浴中の発汗量を測定する発汗量測定器であって、
　浴槽内の浴槽水に浮かぶように構成された外装ケースと、
　上記浴槽水の電気伝導率を測定する一対の電極と、
　上記浴槽水の水量特定に係る情報を取得する水量情報取得手段と、
　発汗量測定に係る演算処理を実行するコントローラと、
　このコントローラでの演算処理により得られた上記発汗量を入浴者に報知する報知手段
とを備え、
　上記一対の電極と、水量情報取得手段と、コントローラと、報知手段とは、上記外装ケ
ースに一体に配設され、
　上記コントローラは、上記一対の電極により入浴前の浴槽水の電気伝導率と、入浴中の
浴槽水の電気伝導率との測定を実行し、測定された２つの電気伝導率の差から入浴前及び
入浴中の両者間の塩分濃度の差を演算する一方、上記水量情報取得手段により取得された
情報に基づき上記浴槽水の水量の特定を実行して、上記塩分濃度の差と浴槽水の水量とに
基づいて入浴者の入浴中の発汗量を演算するように構成されている
ことを特徴とする発汗量測定器。
【請求項２】
請求項１に記載の発汗量測定器であって、
　上記浴槽水の温度を検出する温度センサが上記外装ケースに配設され、
　上記コントローラは上記温度センサにより検出された浴槽水の温度に基づき電気伝導率
の温度補正を加えるように構成されている、発汗量測定器。
【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載の発汗量測定器であって、
　上記水量情報取得手段は、上記入浴者に関する身長及び体重に関する固有データを入力
設定する入力手段と、上記浴槽水の水深を検出する水位センサとを備え、
　上記コントローラは、上記入力手段により入力設定された身長及び体重に基づく入浴者
の体脂肪率の演算と、演算された体脂肪率を用いた入浴者の体比重の演算と、演算された
体比重、上記水位センサにより検出させた入浴中の水深、及び、上記入力設定された身長
・体重に基づく入浴中の入浴者の水中体積の演算とを行った上で、演算された水中体積と
、上記水位センサにより検出された入浴前及び入浴中の水深差とに基づき浴槽水の水量を
演算するように構成されている、発汗量測定器。
【請求項４】
請求項１又は請求項２に記載の発汗量測定器であって、
　上記水量情報取得手段は、上記入浴者に関する身長、体重及び体脂肪率に関する固有デ
ータを入力設定する入力手段と、上記浴槽水の水深を検出する水位センサとを備え、
　上記コントローラは、上記入力手段により入力設定された体脂肪率を用いた入浴者の体
比重の演算と、演算された体比重、上記水位センサにより検出させた入浴中の水深、及び
、上記入力設定された身長・体重に基づく入浴中の入浴者の水中体積の演算とを行った上
で、その水中体積と、上記水位センサにより検出された入浴前及び入浴中の水深差とに基
づき浴槽水の水量を演算するように構成されている、発汗量測定器。
【請求項５】
請求項３又は請求項４に記載の発汗量測定器であって、
　上記入力手段により入力設定された固有データを記憶更新させる記憶手段を備え、
　上記コントローラは、入浴者の選択によって、上記入力手段による固有データの入力設
定に代えて、上記記憶手段に前回記憶更新された前回データを読み出して演算に用いるよ
うに構成されている、発汗量測定器。
【請求項６】
請求項３～請求項５のいずれかに記載の発汗量測定器であって、
　入力手段は上記外装ケースの上面に配設される一方、一対の電極と、温度センサと、水
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位センサとは上記外装ケースの下面であって浴槽水に浮かべた場合に水面下に水没する下
向き面に配設されている、発汗量測定器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入浴中の入浴者の発汗量を測定するために用いられる発汗量測定器に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の発汗量測定器として、浴槽の内壁面に複数の電極を設置し、入浴者が入
浴中の浴槽水の電気伝導率を測定することで、発汗量を推定するものが知られている（例
えば特許文献１又は特許文献２参照）。発汗量が所定量を超えると警報を発するようにし
て、入浴者に対し健康悪化の可能性を警告したり、入浴を切り上げるタイミングを報知し
たりし得るようにしている。
【０００３】
【特許文献１】特許第３８６２５６２号公報
【特許文献２】特開２００３－２２５２７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記従来の発汗量測定器においては、それを浴槽に付設するにはかなり面倒
な作業を必要とする上に、浴槽自体にも種々の加工を加える必要が生じる。すなわち、少
なくとも一対の電極を設置するために、浴槽壁に貫通孔を空けるか、浴槽の内壁面にそれ
らの電極を設置するかした上で、本体装置まで配線を延長させるなどの、かなり面倒な作
業を必要とする。その上に、浴槽自体に対する比較的大掛かりな工事が必要になるため、
既設の浴室に対し後に付設するには困難が伴うものとなる。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、持
ち運び自在なハンドヘルドタイプのものを実現させることにより、設置工事等を全く不要
にし得る発汗量測定器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明では、入浴者の入浴中の発汗量を測定する発汗量測
定器を対象にして、浴槽内の浴槽水に浮かぶように構成された外装ケースと、上記浴槽水
の電気伝導率を測定する一対の電極と、上記浴槽水の水量特定に係る情報を取得する水量
情報取得手段と、発汗量測定に係る演算処理を実行するコントローラと、このコントロー
ラでの演算処理により得られた上記発汗量を入浴者に報知する報知手段とを備え、上記一
対の電極と、水量情報取得手段と、コントローラと、報知手段とは、上記外装ケースに一
体に配設する。そして、上記コントローラとして、上記一対の電極により入浴前の浴槽水
の電気伝導率と、入浴中の浴槽水の電気伝導率との測定を実行し、測定された２つの電気
伝導率の差から入浴前及び入浴中の両者間の塩分濃度の差を演算する一方、上記水量情報
取得手段により取得された情報に基づき上記浴槽水の水量の特定を実行して、上記塩分濃
度の差と浴槽水の水量とに基づいて入浴者の入浴中の発汗量を演算する構成とした（請求
項１）。
【０００７】
　この発明の場合、外装ケースに対し一対の電極、水量情報取得手段、コントローラ及び
報知手段が一体に配設されているため、入浴者による持ち運び可能な携帯型の発汗量測定
器となり、発汗量測定器設置のための工事を一切不要にし得ることになる。しかも、浴槽
水の水量と塩分濃度の差とに基づくコントローラによる発汗量の演算によって入浴中の入
浴者の発汗量を確実に測定し得ることになる。
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【０００８】
　本発明においては、上記浴槽水の温度を検出する温度センサを上記外装ケースに配設し
、上記コントローラとして、上記温度センサにより検出された浴槽水の温度に基づき電気
伝導率の温度補正を加える構成することができる（請求項２）。塩分濃度を得るための電
気伝導率は温度上昇により若干増大する傾向にあるため、温度センサにより検出した浴槽
水の温度に基づき補正を加えることで、より正確な発汗量の測定が可能となる。
【０００９】
　本発明における水量情報取得手段としては、上記入浴者に関する固有の身長及び体重に
関するデータを入力設定する入力手段と、上記浴槽水の水深を検出する水位センサとを備
えて構成し、上記コントローラとして、上記入力手段により入力設定された身長及び体重
に基づく入浴者の体脂肪率の演算と、演算された体脂肪率を用いた入浴者の体比重の演算
と、演算された体比重、上記水位センサにより検出させた入浴中の水深、及び、上記入力
設定された身長・体重に基づく入浴中の入浴者の水中体積の演算とを行った上で、演算さ
れた水中体積と、上記水位センサにより検出された入浴前及び入浴中の水深差とに基づき
浴槽水の水量を演算する構成することができる（請求項３）。入浴者に関する固有データ
として身長及び体重の２種類だけのデータの入力設定で、浴槽水の水量を特定して発汗量
を導くことが可能となる。
【００１０】
　あるいは、本発明における水量情報取得手段としては、上記入浴者に関する固有の身長
、体重及び体脂肪率に関するデータを入力設定する入力手段と、上記浴槽水の水深を検出
する水位センサとを備えて構成し、上記コントローラとして、上記入力手段により入力設
定された体脂肪率を用いた入浴者の体比重の演算と、演算された体比重、上記水位センサ
により検出させた入浴中の水深、及び、上記入力設定された身長・体重に基づく入浴中の
入浴者の水中体積の演算とを行った上で、その水中体積と、上記水位センサにより検出さ
れた入浴前及び入浴中の水深差とに基づき浴槽水の水量を演算する構成とすることができ
る（請求項４）。体脂肪率が入浴者において既知のデータであれば、その体脂肪率のデー
タを入浴者に関する固有データとして身長及び体重に加えて入力設定することで、コント
ローラでの演算量を低減させることが可能となる。
【００１１】
　又、上記発明において、上記入力手段により入力設定された固有データを記憶更新させ
る記憶手段を備えることとし、上記コントローラとして、入浴者の選択によって、上記入
力手段による固有データの入力設定に代えて、上記記憶手段に前回記憶更新された前回デ
ータを読み出して演算に用いる構成とすることができる（請求項５）。このようにするこ
とにより、入浴者の選択によって毎回の入力設定を省略することが可能になり、入浴者に
とって便宜となる。
【００１２】
　さらに、上記発明において、入力手段を上記外装ケースの上面に配設する一方、一対の
電極と、温度センサと、水位センサとを上記外装ケースの下面であって浴槽水に浮かべた
場合に水面下に水没する下向き面に配設するようにすることができる（請求項６）。この
ようにすることにより、入浴者は発汗量測定器を基本的には浴槽の浴槽水に浮かべた状態
で使用し得るようになって便宜となる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上、説明したように、請求項１～請求項６のいずれかの発汗量測定器によれば、外装
ケースに対し一対の電極、水量情報取得手段、コントローラ及び報知手段が一体に配設さ
れているため、携帯型にして入浴者により持ち運び自在の発汗量測定器を実現させること
ができるようになる。これにより、発汗量測定器設置のための工事を一切不要にして如何
なる状況の浴室・浴槽にも適用させることができる。しかも、浴槽水の水量と塩分濃度の
差とに基づくコントローラによる発汗量の演算によって入浴中の入浴者の発汗量を確実に
測定して、その発汗量を報知手段により入浴者に対し報知することができることになる。
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【００１４】
　特に、請求項２によれば、塩分濃度を得るための電気伝導率は温度上昇により若干増大
する傾向にあるため、温度センサにより検出した浴槽水の温度に基づき補正を加えること
で、より正確な発汗量の測定を行うことができるようになる。
【００１５】
　請求項３によれば、入浴者に関する固有データとして身長及び体重の２種類だけのデー
タの入力設定で、浴槽水の水量を特定して発汗量を導くことができるようになる。
【００１６】
　請求項４によれば、体脂肪率が入浴者において既知のデータであれば、その体脂肪率の
データを入浴者に関する固有データとして身長及び体重に加えて入力設定することで、コ
ントローラでの演算量を低減させることができるようになる。
【００１７】
　又、請求項５によれば、入浴者の選択によって固有データの毎回の入力設定を省略する
ことができるようになり、入浴者にとって便宜となる。
【００１８】
　さらに、請求項６によれば、発汗量測定器を基本的には浴槽の浴槽水に浮かべた状態で
使用することができるようになって入浴者にとって便宜となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　図１及び図２は本発明の実施形態に係る発汗量測定器１を示すものである。図１(ａ)は
全体外観を示す斜視図、図１(ｂ)は内部構造を省略した縦断面図、図２（ａ）は平面図、
図２（ｂ）は底面図である。同図において、符号２は外装ケース、３はＬＣＤ（液晶ディ
スプレイ）等により構成された報知手段としての表示部、４は電源スイッチ、５は測定ス
イッチ、６は設定スイッチ、７ａ，７ｂは選択スイッチ、８ａ，８ｂは一対の電極、９は
浴槽水（浴槽内の湯）の温度を検出する温度センサ、１０は例えば圧力検知式の水位セン
サである。上記の表示部３、選択スイッチ７ａ，７ｂ、設定スイッチ６によって入浴者の
身長などの固有データを入力設定する入力手段が構成されることになる。又、この入力手
段や、上記の水位センサ１０によって、浴槽水の水量を特定するための水量情報取得手段
が構成されることになる。
【００２１】
　外装ケース２（図１（ａ），(ｂ)参照）は、内部が図示省略のコントローラ１１（図３
参照）や電源（乾電池又はボタン電池等の電池）を収容し得るように空洞とされ、例えば
合成樹脂製の上側ケース２１と下側ケース２２とが間にシール材２３を挟んで互いにねじ
込まれて全体として扁平球状になるように形成されたものである。上記外装ケース２は水
密防水構造とされており、図４に示すように発汗量測定器１を浴槽１２内の浴槽水Ｗに投
入した場合には、下面（発汗量測定器１の下向き面）が水没し、上面（発汗量測定器１の
上向き面）が浮力により水面上に露出した状態に浮かぶように構成されている。要するに
、外装ケース２によってフロート部が構成されているのである。なお、発汗量測定器１の
上面が水面上に完全に露出しなくても、表示部３が視認し得る程度であれば水面下に水没
してもよい。
【００２２】
　上側ケース２１の上面（図２（ａ）参照）には、略中央位置に表示部３が配設され、こ
の表示部３を囲んで電源スイッチ４、測定スイッチ５、設定スイッチ６及び選択スイッチ
７ａ，７ｂが配設されている。これらの電源スイッチ４、測定スイッチ５、設定スイッチ
６及び選択スイッチ７ａ，７ｂは、防水タイプのボタンスイッチにより構成され、浴槽水
内で入浴者がスイッチ操作をしても内部に水が侵入しないようになっている。下側ケース
２２の下面（図２（ｂ）参照）には、一対の電極８ａ，８ｂ、温度センサ９、水位センサ
１０が配設され、中でも水位センサ１０は最も下位となる位置である中央位置に配置され
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、一対の電極８ａ，８ｂは互いに所定間隔を隔てて配置されている。
【００２３】
　上記コントローラ１１は、図３に示すように演算処理部１１１と、データ処理部１１２
と、表示処理部１１３と、記憶部１１４とを備えて構成され、各種スイッチ４，５，６，
７ａ，７ｂにより入力された設定データや指令信号、及び、一対の電極８ａ，８ｂ、温度
センサ９や水位センサ１０からの出力信号等を受けて、表示処理やデータ処理、そして演
算処理を行うことにより、最終的に得られた発汗量を表示するようになっている。具体的
には後述の各種処理を実行させるための所定のプログラムが予めインストールされており
、このプログラムに基づいて各種処理が実行される。
【００２４】
　次に、上記コントローラ１１による発汗量測定までの各種処理について、図５及び図６
のフローチャートを参照しつつ説明する。発汗量測定のための処理は、実際の発汗量測定
のための処理の前に、入浴者（ユーザー）本人に関する固有情報（固有データ）を取得・
設定したり、浴槽１２内の浴槽水Ｗの初期状態に関する情報を測定したりして事前に初期
設定処理を行い、その後に、入浴者から入力される指令を受けてそのときの発汗量測定処
理を行うようになっている。
【００２５】
　初期設定処理は図５に示すステップＳ１～ステップＳ８により構成されている。入浴者
が電源スイッチ４を押してＯＮ操作することにより処理が開始される。まず、表示部３に
対し、入浴者自身の固有データに関し記憶部１１４に前回記憶設定されている前回データ
を使用するか、前回データを使用しないで固有データを今回新規に入力設定するかのいず
れを選択して指令入力を促す旨の表示を行う（ステップＳ１）。かかる表示処理や以後説
明する表示部３に対する表示処理は表示処理部１１３によって行われる。ここで、入浴者
自身の固有データとは、本実施形態の場合、入浴者の身長Ｈ・体重Ｗ・体脂肪率Ｆａｔの
３つである。そして、入浴者が前回データの使用を選択する場合には上側選択スイッチ７
ａを、新規入力を選択する場合には下側選択スイッチ７ｂをそれぞれ押せば、対応する選
択指令が出力される。前回データの使用が選択されれば、身長Ｈ・体重Ｗ・体脂肪率Ｆａ
ｔについての前回データを記憶部１１４から演算処理部１１１に読み出してステップＳ６
に移行する一方(ステップＳ２)、新規入力が選択されれば、ステップＳ３～Ｓ５にて身長
Ｈ・体重Ｗ・体脂肪率Ｆａｔを個別に入力操作を促す表示と、入力されたデータの設定・
受付を行った上で、ステップＳ６に移行する。上記のデータの設定・受付がデータ処理部
１１２により行われる。
【００２６】
　具体的には、表示部３に例えば「身長は？」と表示し、入浴者が選択スイッチ７ａ，７
ｂを用いて数値を入力した上で設定スイッチ６を押すことにより、入力した数値を演算処
理部１１１で用いる身長Ｈとして設定し、併せて記憶部１１４の所定記憶領域に更新記録
する（ステップＳ３）。なお、選択スイッチ７ａ又は７ｂによる数値入力法を例示すると
、選択スイッチ７ａ又は７ｂが入浴者により押されると、表示部３に身長値として予め登
録された数値列が表示され、この数値列の内から例えば上側選択スイッチ７ａを押すと選
択対象が数値列の小さい値から大きい値側に移動するというにして自己の身長値を選択し
、選択後に設定スイッチ６を押すことにより確定させる。以下、同様に、表示部３に例え
ば「体重は？」と表示し、入浴者が選択スイッチ７ａ，７ｂを用いて数値設定した上で設
定スイッチ６を押すことにより、その入力された数値を演算処理部１１１で用いる体重Ｗ
として設定し、記憶部１１４の所定記憶領域に更新記録し（ステップＳ４）、さらに、表
示部３に例えば「体脂肪率は？」と表示し、入浴者が選択スイッチ７ａ，７ｂを用いて数
値設定した上で設定スイッチ６を押すことにより、その入力された数値を演算処理部１１
１で用いる体脂肪率Ｆａｔとして設定し、記憶部１１４の所定記憶領域に更新記録する（
ステップＳ５）。
【００２７】
　入浴者の固有データが取得されれば、それらの固有データの内の体脂肪率Ｆａｔを用い
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て入浴者の体比重Ｄを演算により求めておく（ステップＳ６）。この体比重Ｄの演算は、
体比重と体脂肪率との関係に関する下記の推定式（１）を、
　４．５７／｛（Ｆａｔ／１００）＋４．１４２｝＝Ｄ　　　…（１）
　｛（４．５７／Ｄ）－４．１４２｝＝Ｆａｔ／１００　　　…（２）
用いて行えばよい。この推定式（１）は、体比重Ｄを用いて体脂肪率Ｆａｔを算出すると
いうBrozekらにより考案されて現在用いられている算出式（２）から導いたものである。
なお、体脂肪率Ｆａｔの単位は％である。
【００２８】
　又、浴槽１２内に湯張りされた浴槽水の、入浴者が入る前の水深Ｘ１と、入浴者が入る
前の浴槽水の初期電気伝導率とを測定する（ステップＳ７）。水深Ｘ１の測定は、入浴者
による補助操作が必要であるため、表示部３での表示処理を併せて行う。すなわち、まず
、表示部３に対し、水深測定のために発汗量測定器１を浴槽１２の浴槽水Ｗに入れて浴槽
１２の底まで沈めるように指示する内容の文字案内を表示する。これにより、入浴者が発
汗量測定器１を図４（ａ）に示すように浴槽水Ｗの中を浴槽１２の底まで沈めると、水位
センサ１０から出力される水位検出値を水深Ｘ１として一時記憶する。なお、この水位検
出は、発汗量測定器１を入浴者が浴槽１２の底に沈めれば、水位センサ１０からの水位検
出値が最大状態になるため、この最大値を水深Ｘ１として採用すればよい。又、この際、
水位センサ１０が発汗量測定器１の最下位の位置に配設されているため、正しい水深Ｘ１
の検出が可能となる。この水位検出（水深Ｘ１の測定）に併せて、一対の電極８ａ，８ｂ
に所定の電圧を印加して入浴前の浴槽水Ｗの電気伝導率の測定を行う。この電気伝導率の
値は、上記の一対の電極８ａ，８ｂへの電圧印加により一対の電極８ａ，８ｂ間の浴槽水
の電気抵抗率が得られ、この得られた電気抵抗率の逆数として電気伝導率を得るようにす
ればよい。
【００２９】
　以上で初期設定処理が終了するため、発汗量測定のための準備が完了した旨を表示部３
に表示する（ステップＳ８）。以後、入浴者が浴槽１２に入浴した状態で自己の発汗量を
知りたいときに、入浴者が測定スイッチ５をＯＮ操作することにより、測定開始指令が出
力されるのを待つ（ステップＳ９でＮＯ）。そして、測定スイッチ５がＯＮ操作されて測
定開始指令が出力されると（ステップＳ９でＹＥＳ）、ステップＳ１０～Ｓ１６の発汗量
測定処理を開始する。
【００３０】
　すなわち、まず上記のステップＳ７の処理と同様処理によって入浴者が入浴中の浴槽水
の水深Ｘ２の測定を行う（ステップＳ１０）。つまり、表示部３に対し、水深測定のため
に発汗量測定器１を浴槽１２の底まで沈めるように指示する内容の文字案内を表示する。
これにより、入浴者が発汗量測定器１を浴槽水Ｗの中を浴槽１２の底まで沈めると、水位
センサ１０から出力される水位検出値を水深Ｘ２として一時記憶する。
【００３１】
　次に、入浴者Ｐの水中体積Ｙの演算を、ステップＳ１０で得た入浴中の水深Ｘ２（図４
（ｂ）参照）と、身長Ｈと、体重Ｗと、ステップＳ６の演算で得た体比重Ｄとを用いて、
　［｛（Ｘ２／Ｈ）＋０．４６３｝×Ｗ］／Ｄ＝Ｙ　　　…（３）
式（３）により行う（ステップＳ１１）。この式（３）中の常数０．４６３は、日本人の
成人の平均身長に対する平均座高の割合を示す数値である。これは入浴者Ｐが浴槽内で長
座位（浴槽内に尻を底に着けて脚を折り曲げて座った姿勢）で浴槽水Ｗに浸かっている場
合には、入浴者の下半身部分は全て浴槽水Ｗに浸かっているとして、残る上半身部分（尻
から頭まで）の内、浴槽水W内に浸かっている部分の身長に対する割合は「０．４６３」
であることを表している。以上で、浴槽１２内の浴槽水Ｗ中に長座位で浸かっている入浴
者の水中体積Ｙが演算で得られる。
【００３２】
　そして、浴槽１２内の浴槽水Ｗの水量Ｚを、ステップＳ１１で得られた水中体積Ｙと、
入浴中の浴槽水Ｗの水深Ｘ２と、入浴前の水深Ｘ１とを用いて、
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　｛Ｙ／（Ｘ２－Ｘ１）｝×Ｘ１＝Ｚ　　　…（４）
式（４）により行う（ステップＳ１２）。これは、入浴者Ｐ（図４（ｂ）参照）が入浴す
ることにより水深がＸ１からＸ２に増大したため、入浴者Ｐの水中体積Ｙに相当する体積
の水が水深Ｘ２とＸ１との差分に対応するということから導かれるものである。
【００３３】
　次に、浴槽水Ｗの温度を温度センサ９により検出すると共に、入浴中の浴槽水Ｗの電気
伝導率を一対の電極８ａ，８ｂに電圧印加することによりステップＳ７と同様に測定して
得る（ステップＳ１３）。
【００３４】
　次いで、入浴中の現時点の浴槽水Ｗの塩分濃度Ｌｎと、初期設定処理での入浴前の浴槽
水Ｗの初期塩分濃度Ｌｉとを演算で求める（ステップＳ１４）。これは、入浴者が入浴に
より発汗すると浴槽水Ｗの中に塩分(ＮａＣｌ)が溶け込んで浴槽水Ｗの電気伝導率が増大
することに基づいて、予め電気伝導率と塩分濃度との関係を記憶部１１４に登録しておき
、かかる関係から求めるようにしている。又、電気伝導率は浴槽水Ｗの温度が高くなると
増大する傾向にあるため（例えば、２５℃基準とすると１℃の温度上昇で約２％増大）、
浴槽水Ｗの検出温度に基づいて補正をかけるようにしている。
【００３５】
　そして、発汗量Ｓｖを、この入浴前の初期塩分濃度Ｌｉと、入浴中の現時点での塩分濃
度Ｌｎとの差と、浴槽水Ｗの水量Ｚとに基づいて、
　｛（Ｌｎ－Ｌｉ）×Ｚ｝／０．００９＝Ｓｖ　　…（５）
式（５）により演算する（ステップＳ１５）。ここで、数値０．００９は、熱的環境下（
つまり入浴中）に発汗する汗中の塩分濃度（０．９％）を表す。そして、得られた発汗量
Ｓｖを表示部３に対し表示する（ステップＳ１６）。以後、発汗量Ｓｖの表示を継続しつ
つ、測定スイッチ５が入浴者により再度ＯＮ操作されるのを待つために、ステップＳ９で
の待機に戻る。
【００３６】
　以上の発汗量測定器１によれば、入浴者自身が持ち運びすることができ、設置のための
工事等を一切必要とすることなく、入浴中の発汗量を測定することができる。しかも、ス
イッチ操作するだけで、入浴者は入浴中の任意のタイミングで、入浴に伴う自己の発汗量
を把握することができ、健康管理はもとより、入浴によるダイエット効果の目安を簡易に
把握することができるようになる。さらに、初期設定処理を予め終了させておくだけで、
以後の入浴中には繰り返し発汗量を測定することができ、入浴継続に伴う発汗量の変化を
把握することができる。
【００３７】
＜第２実施形態＞
　図７及び図８は第２実施形態に係る発汗量測定処理に係るフローチャートを示す。この
第２実施形態は入浴者の体脂肪率を入浴者の身長Ｈと体重Ｗとの２つのデータから演算に
より自動的に求めるようにしている。第２実施形態は、この点においてのみ第１実施形態
と異なり、その他の構成は第１実施形態と同じであるため、異なる点についてのみ以下説
明する。
【００３８】
　初期設定処理（図７参照）はステップＳ２１～ステップＳ２８により構成されるが、特
にこの内のステップＳ２５の体脂肪率Ｆａｔの演算処理が第１実施形態の初期設定処理（
図５参照）と異なり、ステップＳ２６～Ｓ２８の各処理は第１実施形態のステップＳ６～
Ｓ８と同じである。そして、初期設定処理が終了して、入浴者が測定スイッチ５をＯＮ操
作することにより、測定開始指令が出力されるのを待ち（ステップＳ２９でＮＯ）、測定
スイッチ５がＯＮ操作されて測定開始指令が出力されると（ステップＳ２９でＹＥＳ）、
第１実施形態のステップＳ１０～Ｓ１６（図６参照）と同じ発汗量測定処理（ステップＳ
３０～Ｓ３６）が開始される。
【００３９】
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　この第２実施形態では、入浴者が電源スイッチ４を押してＯＮ操作することにより処理
が開始されて、ステップＳ２１で、入浴者自身の固有データに関し記憶部１１４に前回記
憶設定されている前回データを使用するか、前回データを使用しないで固有データを今回
新規に入力設定するかのいずれを選択して指令入力を促す旨の表示を表示部３に対し行う
ことになるが、ここでの固有データが入浴者の身長Ｈと体重Ｗの２種類のデータのみで構
成されている点で、これらに体脂肪率Ｆａｔも固有データの内の１つのデータとしている
第１実施形態と異なる。このため、ステップＳ２１で入浴者が前回データの使用を選択す
れば、身長Ｈ・体重Ｗの２種類についての前回データを記憶部１１４から演算処理部１１
１に読み出してステップＳ２５に移行する(ステップＳ２２)。逆に、入浴者が新規入力を
選択すれば、ステップＳ２３にて身長Ｈを、ステップＳ２４にて体重Ｗをそれぞれ個別に
入力操作を促す表示と、入力されたデータの設定・受付を行う。このステップＳ２３の身
長データの設定受付は第１実施形態のステップＳ３の処理と同様に、ステップＳ２４の体
重データの設定受付は第１実施形態のステップＳ４の処理と同様に行う。その上でステッ
プＳ１５に移行する。
【００４０】
　ステップＳ２５では体脂肪率Ｆａｔを次の３段階の演算を経て得るようにしている。す
なわち、まず、体重Ｗと身長Ｈとを用いて体表面積Ｍの演算を、
　Ｗ０．４２５×Ｈ０．７２５×７２．４６＝Ｍ　　　　…（６）
式（６）により行う。次に、この演算で得た体表面積Ｍを用いて体水分量Ｔの演算を、
　０．００２７×Ｍ－１１．１２１＝Ｔ　　　　…（７）
式（７）により行う。そして、この演算で得た体水分量Ｔと、体重Ｗとを用いて体脂肪率
Ｆａｔ（％）の演算を、
　１００－（Ｔ×１００／Ｗ）／０．７３２＝Ｆａｔ　　　…（８）　
式（８）により行う。ここで、式（６）は高比良の推定式（冨田明美「日本人青年男女の
体表面積に関する研究」日本生気象学会雑誌　３６巻１号４３頁－５１頁）を用い、式（
８）は人体に対する体水分量の割合が７３．２％でほぼ一定であるという原理から体水分
率（Ｔ×１００／Ｗ）を用いて体脂肪率Ｆａｔ（％）を推定する推定式（小宮秀一「日本
人男子の体脂肪率（％Ｆａｔ）推定式」体力科学　３５巻５号２５９頁－２６８頁）を用
いたものである。
【００４１】
　以上の第２実施形態の場合には、入浴者が自己の体脂肪率を予め把握していなくても、
身長と体重についてのデータを与えるだけで発汗量測定器１が自動的に演算するようにな
っているため、その分、第１実施形態よりも簡易に発汗量測定を行うことができる。
【００４２】
＜他の実施形態＞
　なお、本発明は上記第１及び第２実施形態に限定されるものではなく、その他種々の実
施形態を包含するものである。すなわち、上記第１及び第２実施形態では、発汗量測定器
１の全体形状として外装ケース２の形状を示しているが、外装ケース２の形状に特に限定
されることなく、いずれの形状であっても適用し得る。要するに、携帯可能で水密構造に
構成し得るものであれば、どのような形状でも外装ケースの形状として採用することがで
きる。又、別に専用のフロート部を付設することにより外装ケースを浴槽水の水面上に浮
いた状態にするようにしてもよい。表示部３や各種スイッチ４，５，６，７ａ，７ｂの配
置、あるいは、一対の電極８ａ，８ｂや各種センサ９，１０の配置も、適宜変更し得るも
のである。さらに、最終的に得られた発汗量の値を表示部３に表示することに代えて／あ
るいは加えて人工音声による音声案内により入浴者に報知するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の実施形態を示し、図１(ａ)は斜視図であり、図１(ｂ)は縦断面説明図で
ある。
【図２】図２（ａ）は図１の実施形態の平面図、図２（ｂ）は図１の実施形態の底面図で
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【図３】コントローラの構成を示すブロック図である。
【図４】浴槽の断面説明図であり、図４（ａ）は入浴前であって湯張りされた状態を示し
、図４（ｂ）は入浴者が入浴している状態を示す。
【図５】発汗量測定処理の前半部のフローチャートである。
【図６】発汗量測定処理の後半部のフローチャートである。
【図７】第２実施形態における発汗量測定処理の前半部のフローチャートである。
【図８】第２実施形態における発汗量測定処理の後半部のフローチャートである。
【符号の説明】
【００４４】
１　　　　　　発汗量測定器
２　　　　　　外装ケース
３　　　　　　表示部（報知手段，入力手段）
５　　　　　　測定スイッチ
６　　　　　　設定スイッチ(入力手段)
７ａ，７ｂ　　選択スイッチ(入力手段，水量情報取得手段)
８ａ，８ｂ　　電極
９　　　　　　温度センサ
１０　　　　　水位センサ（水量情報取得手段）
１１　　　　　コントローラ
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种汗水率测量设备，该设备被配置为便携式类
型，不需要安装工作。 解决方案：显示单元3，电源SW4，设置SW5，
测量SW6和选择SW7a，7b布置在一个扁平的，球形，半分开的外壳2的
上表面，外壳中内置有一个控制器，在其下表面提供有沐浴水。 设置有
用于测量电导率的一对电极，用于测量浴水的温度的温度传感器和用于
测量水深的水位传感器，使得上表面浮在浴水的水面上方。 体脂百分比
由沐浴者输入的体重和身高计算得出，并转换为身体比重，沐浴者的水
下体积由身体比重和水深检测值计算得出。 计算浴缸中的水量，用温度
检测值校正浴缸水的电导率，然后计算盐浓度，并根据沐浴前后盐浓度
的差计算出随沐浴而出汗的量。 在人机界面上显示。 [选型图]图1
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